
防災メモ
「地震への備え」をしておこう！「地震への備え」をしておこう！
　～普段くつろぐ居間や寝室は安全ですか？～～普段くつろぐ居間や寝室は安全ですか？～

ケーブルテレビ番組表
小牧市政だより

毎日７回・５分間放送

開催されたイベント情報や取組などを紹介！

※市公式YouTube でもご覧いただけます。
※テレビでご覧いただくには、ケーブルテレビへの加入が必要です。
※都合により、番組内容を変更する場合があります。

3 月 番組表
放 送 日 番 組 内 容

3/  2 ㈯～  8 ㈮

3/16 ㈯～ 22㈮

※毎週土曜更新

詳細はこちら▶

小牧小学校区地域協議会 
三世代交流会

中学校卒業式

3/30 ㈯～ 4/ 5 ㈮

問合先 防災危機管理課（☎ 76‐1171）

春は就職・転勤・入学など、新生活が始まる
時期です。新生活に合わせ、引越しや模様替え
を検討している方もいると思います。家具を動
かすタイミングに家具転倒対策を行い、地震に
備え安全・安心な新生活を始めましょう。
　いつもいる場所に「落ちてくるもの」「倒れ
てくるもの」「割れやすいもの」「通路をふさぐ
もの」がないよう安全な空間づくりに努めま
しょう。

【室内を安全にするポイント】
・重いものを棚や家具の上段に置かない
・ガラス飛散防止フィルムを貼る
・家具を固定しておく　など

東部地域トライアル活動実施報告会
＆まちづくりセミナー

春の火災予防運動

詳しくはこちら
防災ガイドブック 12ページ▶

3/  9 ㈯～ 15㈮

寺本明日香先生と体操しよう3/23 ㈯～ 29㈮

SNSで市の情報をお届け
各種イベントや行政情報などのくらしに役立つ情報や、災害
情報などの緊急情報を、市公式 SNS でお知らせしています。
その中でも「LINE」は最も登録者数が多く、市の人口の
4割を超える約 6万 8千人と、多くの方が利用しています。
市公式 SNSに登録すると、旬な情報を手に入れることができ
ますので、ぜひご利用ください。

LINE

欲しい情報だけ
4 4

を
選んで受け取れます

Facebook

イベントの写真も
掲載しています

X(旧ツイッター)

お得な情報を
まとめてチェック

動画でお届け動画でお届け

ケーブルテレビのデータ放送を活用ケーブルテレビのデータ放送を活用

「Yahoo! くらし」でお知らせ「Yahoo! くらし」でお知らせ

YouTubeでも市公式チャンネルを開設してお
り、小牧の魅力と市政情報を、わかりやすく伝
えています。
イベントの雰囲気を感じることがで
きる動画や、職員による解説動画な
どをアップしています。

Yahoo ! JAPANの公共情報発信機能を活用した
行政情報サービス
「 Yahoo ! くらし」
に、市政情報を掲
載しています。

ケーブルテレビで視聴ができるCCNet「安全・
安心 123チャンネル」
のデータ放送で、市
政情報を発信してい
ます。

小牧の魅力を発信する
「小牧市 PR隊」の Instagram
市内で撮影した好きなもの・お気に入りの場所などを、
「＃ lovekomaki」「＃ lovekomaki」を付けてインスタグラムに投稿してく
ださい（「これは！」と思うものにはリポストします！）
素敵な投稿、お待ちしてます！
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新たな学校づくり推進計画策定の検討を進めています

問合先　教育総務課（☎ 76‐1164）

　児童生徒数の減少や学校施設の老朽化が進む中で、本市における
学校の適正規模・適正配置や、子どもたちにとってより望ましい教
育環境の基本的な考え方を整理した「小牧市新たな学校づくり推進
計画」を策定するための検討を開始しました。

　現在、「小牧市新たな学校づくり推進計画検討委員会」「小牧市新
たな学校づくり推進計画調査検討部会」を設置して検討を進めてお
り、令和 6年 9月頃に本計画の策定を目指しています。

　計画の策定状況は、随時発信していきます。今回は、学校に関す
る本市の現状と課題をお知らせします。

充実した教育環境を目指して
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数
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新新たな
学校づくりに向けて
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減少

・児童生徒数がピーク時の約 61％まで減少

・近い将来「1学年 1学級」の学校（クラ
ス替えができない学校）が増える見込み

・児童生徒数が減少すると、多様な考え方
に出会う機会が限られる、人間関係が固
定化される、部活動等の多様な場の確保
ができなくなる、などの心配がある

・小学校７校、中学校３校が築 50年以上で
あるなど、建物が古くなっている

・児童生徒数の減少、市の財政が厳しさを
増す中にあっては、負担を一時期に集中
させないために、将来を見据えた学校再
編を検討した上で、無理のない建替えを
計画的に実施する必要がある

現状と課題

児童生徒数の減少

学校施設の老朽化

小学校の築年数

10年未満

1 1

10～ 19年

30～ 39年30～ 39年
3

4

40～ 49年40～ 49年

50年以上50年以上

7

※ 20～ 29年の施設はなし

中学校の築年数

※10～ 19年の施設はなし

20～ 29年20～ 29年1
1

1

10 年未満10年未満

30～ 39年30～ 39年
3

3

40～ 49年40～ 49年

50年以上50年以上

（人）

詳しくはこちら▶
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